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今
年
２
０
１
７
年
も
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
名
古
屋
と
静
岡
で
大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・

橘
宗
一
の
墓
前
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
愛
知
県
名
古
屋
市

「
第
43
回　

橘
宗
一
少
年
墓
前
祭
／
講
演
会
」

◇
期
日
＝
９
月
10
日
（
日
）

◇
墓
前
祭
＝
13
時
～　

於
＝
日
泰
寺
境
内　

墓
碑
前

※
自
由
ケ
丘
バ
ス
停
よ
り
西
へ
約
３
０
０
Ｍ
。

墓
前
祭
へ
の
参
列
は
墓
碑
へ
直
行
す
る
か
、

「
日
泰
寺
」
境
内
入
口
付
近
の
旧
茶
店
跡
へ
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
12
時

30
分
に
出
発
／
移
動
。　

※
「
覚
王
山
日
泰
寺
」
へ
は
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅

か
ら
地
下
鉄
東
山
線
「
覚
王
山
駅
」
下
車
、

１
番
出
口
、
徒
歩
５
分
）

◇
講
演
会　

14
時
～　

講
師
＝
梅
森
直
之
氏

（
早
稲
田
大
学
政
経
学
術
院
教
授
）「
ロ
シ
ア

革
命
１
０
０
年

−
大
杉
栄
と
そ
の
時
代
」（
仮
）

会
場
＝
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ル
２
階 

※
愛

知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
南
向
か
い
（
０
５
２

−
９
６
１

−

７
７
０
７
）　

地
下
鉄
東
山
線

「
栄
」
下
車
、
５
番
出
口
、
東
へ
徒
歩
３
分
）

◇
参
加
費
＝
５
０
０
円

◇
連
絡
先
＝
橘
宗
一
少
年
の
墓
碑
保
存
会

（
０
５
２

−

８
４
２

−

７
６
４
１
ア
ル
ス
内
）

※
墓
碑
保
存
会
へ
の
維
持
会
費
ご
協
力
の
お

願
い
（
年
一
口
３
０
０
０
円
）

郵
便
振
替
口
座　

00870-1-120387

　

 　
　
　
　

橘
宗
一
少
年
墓
碑
保
存
会

●
静
岡
県
静
岡
市

「
二
〇
一
七
年　

墓
前
祭
・
講
演
会
」

◇
期
日
＝
９
月
16
日
（
土
）

・
11
時
～　

墓
前
祭
（
沓
谷
霊
園
／ 

静
岡
市

葵
区
沓
谷
一
丁
目
１
７
４
番
地
）
＊
グ
ー
グ

ル
地
図
で
「
静
岡
市　

大
杉
栄
の
墓
」
で
検
索
。

墓
前
祭
終
了
後
、
会
食
。

・
14
時
～　

記
念
講
演
会　

飛
矢
﨑
雅
也
氏

「
カ
ン
バ
ス
の
大
杉
、
内
務
省
を
走
ら
す
⁉
 ―

―
大
杉
栄
の
「
実
行
の
芸
術
」」（
あ
ざ
れ
あ 

第
三
研
修
室
（
静
岡
市
駿
河
区
馬
渕
１
丁
目

17

−

１
）
／
静
岡
駅
北
口
か
ら
西
徒
歩
10
分
）

〈
予
告
〉
文
献
セ
ン
タ
ー

第
４
回
総
会
、
開
催
予
定

主

な

内

容　
　
　
　
　
　

 

大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・
橘
宗
一
墓
前
祭
…
…
１

大
杉
栄
ら
の
墓
誌
が
で
き
る
ま
で
…
…
２

追
跡
・「
新
居
格
」
文
庫
…
…
…
…
…
…
３

新
刊
紹
介
（
拡
大
版
）
…
…
…
…
…
…
４

サ
ー
ク
ル
Ａ
（
東
京
）
の
例
会
報
告
…
…
６

連
載　

脱
原
発
・
裁
判
の
現
場
…
…
…
…
７

　

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
の
第
４
回
総

会
を
本
年
末
に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
総
会
は
、
当
文
献
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
、
協
力
者

の
皆
さ
ん
に
こ
の
間
の
活
動
の
総
合
的
な
報

告
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
方
針
を
示
す

た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

定
例
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、「
ア
ナ
キ

ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
規
約
」
に
最
低
３
年
に

１
回
と
規
定
さ
れ
て
お
り
（
第
九
条
）、
第
１

回
が
２
０
０
８
年
12
月
に
東
京
・
新
宿
で
、

第
２
回
が
２
０
１
１
年
６
月
に
大
阪
、
前
回

が
２
０
１
４
年
11
月
に
神
戸
で
開
催
で
し
た

の
で
、
今
回
の
第
４
回
総
会
は
約
３
年
の
間

を
置
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
開
催

地
は
東
京
。
日
時
場
所
は
未
定
で
す
が
、
決

ま
り
次
第
、
会
員
に
は
ご
連
絡
し
ま
す
。
当

日
は
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
議
題
を
会
員
に

諮
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
総
会
で

は
大
き
な
決
定
事
項
は
現
時
点
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
の
３
年
間
の
報
告
が
中
心
に

な
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・
橘
宗
一 

墓
前
祭

今
年
も
名
古
屋
、
静
岡
で
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静
岡
に
大
杉
栄
の
墓
が
あ
る
と
知
っ
た

の
は
い
つ
頃
だ
ろ
う
か
。
学
生
時
代

（
90
年
代
前
半
）
に
墓
前
祭
実
行
委
員
会
が
出

し
た
冊
子
を
読
ん
で
か
と
思
う
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
ま
だ
な
い
時
代
、
そ
の
冊
子
に
掲

載
さ
れ
た
２
枚
の
写
真
と
「
沓
谷
霊
園
」
と

い
う
名
称
だ
け
を
頼
り
に
、
静
岡
市
ま
で
墓

を
探
し
に
行
っ
て
、
お
参
り
し
た
の
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

当
文
献
セ
ン
タ
ー
書
庫
で
資
料
探
し
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
大
杉
栄
ら
の
墓

誌
建
立
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」（
１
９
７
６
年
）

１
号
～
４
号
を
見
つ
け
る
。
思
え
ば
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
ま
で
荒
畑
寒
村
に
よ
る
碑

文
が
刻
ま
れ
た
墓
誌
（
写
真
は
前
ペ
ー
ジ
、

碑
文
は
下
段
）
が
い
つ
誰
の
手
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
の
か
知
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
わ

け
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
墓
誌
建
立

の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
は
、
１
９
７
３
年
の
虐
殺

五
〇
年
祭
が
荒
畑
寒
村
、
近
藤
真
柄
、

瀬
戸
内
晴
美
（
現
寂
聴
）
を
迎
え
て
静
岡
で

開
催
さ
れ
、
そ
の
際
に
瀬
戸
内
氏
が
「
一
緒

に
逆
殺
さ
れ
た
伊
藤
野
枝
、
橘
宗
一
も
こ
こ

に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
事
実
を
明
示
し
て
お
く

べ
き
」
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
の
が
発
端

だ
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
こ
の
時
は
実
現
に
至

ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
名
古
屋
市
の
日
泰
寺
で
橘
宗

一
少
年
の
墓
碑
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

か
ら
大
き
く
動
き
始
め
る
。
近
藤
真
柄
を
中
心

と
し
た
保
存
運
動
が
始
ま
り
、
墓
碑
の
移
築

を
終
え
た
７
５
年
に
当
地
で
墓
前
祭
が
営
ま

れ
る
。
そ
の
際
、
近
藤

か
ら
「
大
杉
の
墓
に
墓

誌
建
設
を
」
と
い
う
希

望
が
山
梨
の
遠
藤
斌
を

通
じ
て
静
岡
に
伝
え
ら

れ
、
富
士
地
区
合
同
労

組
、
富
士
在
住
の
ア
ナ

キ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
、
島

田
の
大
塚
昇
、
遠
藤
ら

で
会
合
が
始
ま
る
。
大

杉
家
の
意
向
も
確
認
し

て
、
近
藤
、
荒
畑
の
協

力
も
得
、
７
６
年
５
月

「
大
杉
栄
ら
墓
誌
建
立
委

員
会
」（
代
表
・
近
藤
真

柄
）
が
発
足
。
募
金
は
静
岡
県
評
や
五
〇
年

祭
関
係
者
、
向
井
孝
ら
の
努
力
も
あ
り
、
合

計
で
一
〇
〇
万
円
以
上
を
集
め
た
と
い
う
。

こ
こ
で
ふ
と
疑
問
に
思
う
の
は
、
な
ぜ

大
杉
の
墓
が
静
岡
に
あ
っ
た
の
か
。

同
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
大
杉
の
父
・
東
が
退

役
後
に
住
ん
で
い
た
清
水
市
（
現
静
岡
市
清

水
区
）
で
亡
く
な
り
そ
の
遺
骨
は
同
市
の
鉄

舟
寺
に
納
め
ら
れ
た
、
大
杉
の
妹
菊
が
柴
田

家
に
嫁
ぎ
静
岡
市
鷹
匠
に
住
ん
で
い
た
、
と

い
う
縁
の
よ
う
だ
。
大
杉
死
後
、
親
族
は
同

じ
鉄
舟
寺
に
納
め
る
意
向
だ
っ
た
が
、
当
地

の
在
郷
軍
人
会
の
反
対
運
動
を
背
景
に
、
寺

が
反
対
し
断
念
。
当
時
の
新
聞
（
静
岡
民
友
、

大
正
12
年
12
月
）
で
は
「
檀
徒
で
な
く
宗
教

否
定
の
大
杉
の
埋
骨
は
断
然
拒
絶
す
る
」
と

い
う
住
職
の
談
話
が
あ
る
か
ら
、
相
当
な
拒

否
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
静
岡
市

の
沓
谷
霊
園
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
い
に
、
１
９
７
６
年
９
月
16
日
、
荒

畑
、
瀬
戸
内
、
大
杉
・
野
枝
の
遺
児

で
あ
る
菅
沼
幸
子
ら
を
迎
え
て
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
る
。
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
駆
け
つ
け
、

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
多
数
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部　

古
屋
）

　
【
碑
文
】

大
杉
栄
は
明
治
十
八
年　

軍
人
の
家
に
生
ま

る　

陸
軍
幼
年
学
校
を
放
た
れ
外
国
語
学
校

仏
語
科
に
学
び　

日
露
開
戦
に
際
し
非
戦
論

に
共
鳴
し
て
社
会
主
義
者
と
な
る　

資
性
剛

毅　

才
華
煥
發　

無
政
府
主
義
の
一
派
を
拓

い
て
政
府
の
弾
壓
に
屈
せ
ず　

幾
度
か
牢
獄

の
苦
を
忍
び
迫
害
の
鉄
火
を
践
め
り　

大
正

十
一
年　

日
本
脱
出　

仏
蘭
西
亡
命　

故
国

送
還
の
波
瀾
を
圣　

関
東
大
震
災
に
遭
遇
し

て
妻
の
伊
藤
野
枝　

甥
橘
宗
一
と
共
に
軍
憲

の
た
め
に
虐
殺
せ
ら
れ　

惜
む
べ
し
雄
志
逸

材
む
な
し
く
中
道
に
潰
ゆ　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
畑
寒
村
撰

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
十
六
日

虐
殺
さ
れ
た
大
杉
栄
（
一
八
八
五
年
一
月

十
七
日
生　

享
年
三
十
八
歳
）　

妻
伊
藤
野

技
（
一
八
九
五
年
一
月
二
十
一
日
生　

享
年

二
十
八
歳
）　

甥
橘
宗
一
（
一
九
一
七
年
四
月

十
二
日
生　

享
年
六
歳
）
の
遺
骨
を
翌
年
五

月
二
十
五
日
こ
の
地
に
収
む

　
　
　
　
　
　

一
九
七
六
年
九
月
十
六
日

　
　
　
　
　

大
杉
栄
ら
の
墓
誌
建
立
委
員
会

＜コラム＞ 建立委員会ニュースで見る

大杉栄らの墓誌ができるまで
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追
跡
・「
新
居
格
文
庫
」

当
時
の
新
聞
か
ら
判
明

　

本
通
信
35
号
に
新
居
格
（
に
い 

い
た
る
）

文
庫
の
存
在
を
記
し
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
を
求
め
た
。（
下
段
に
再
録
）

　

既
に
六
〇
年
、
半
世
紀
以
上
も
昔
の
こ
と

な
の
で
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
忘
れ
か
け

て
い
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
本
通
信
編
集
長
・

古
屋
君
よ
り
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
彼
い
わ

く
―
―
１
９
５
５
年
に
学
芸
通
信
社
か
ら
刊

行
さ
れ
た
新
居
格
著
「
区
長
日
記
」
の
復
刻

出
版
（
小
松
隆
二
さ
ん
、
大
澤
正
道
さ
ん
の

書
き
下
ろ
し
文
章
を
付
し
て
今
秋
刊
行
予
定
）

の
編
集
作
業
を
し
て
い
て
、
新
居
の
区
長
選

挙
な
ど
当
時
の
新
聞
記
事
が
知
り
た
い
と
思

い
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
読
売
新
聞
の
記
事
を

見
つ
け
ま
し
た
。
杉
並
郷
土
史
会
会
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
同
会
が
区
政
施
行
80
年
を

記
念
と
し
て
２
０
１
３
年
に
新
居
格
に
関
す

る
講
演
会
な
ど
を
開
催
、
そ
の
模
様
を
会
報

に
掲
載
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
同
会
の
ご

好
意
で
送
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
―
―
。

　

記
事
は
二
つ
。
読
売
新
聞
の
１
９
５
２
年

７
月
31
日
号
と
、
杉
並
郷
土
史
会
会
報
の

２
０
１
３
年
３
月
25
日
号
。
読
売
新
聞
の
記

事
は
「
文
人
区
長
偲
ぶ
新
居
格
文
庫
」「
各
方

面
か
ら
千
五
百
冊
―
―
故
人
の
蔵
書
加
え
区

立
図
書
館
に
」
と
題
さ
れ
、
そ
の
リ
ー
ド
に

文
庫
設
立
の
経
緯
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

杉
並
区
の
〝
文
人
区
長
〟
と
し
て
知
ら
れ

た
故
新
居
格
氏
の
生
前
残
し
た
文
化
的
功
績

を
な
が
く
伝
え
よ
り
住
み
よ
い
文
化
の
町
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
「
新
居
格
記
念
会
」
で
は

昨
年
同
氏
死
亡
後
か
ら
記
念
事
業
の
一
つ
と

し
て
「
文
庫
」
設
置
に
着
手

し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
同

会
員
２
７
０
名
ほ
か
か
ら
の

書
籍
１
５
０
０
余
冊
が
ま
と

ま
り
鈴
木
信
太
郎
氏
ら
の
油

絵
ま
で
そ
え
て
区
立
図
書
館

へ
搬
入
が
は
じ
ま
り
、
近
々

こ
れ
に
新
居
格
氏
自
宅
に
あ

る
蔵
書
を
加
え
待
望
の
新
居

格
文
庫
が
生
れ
出
る
。

　

以
上
で
文
庫
が
設
立
さ
れ

た
事
情
は
ほ
ぼ
解
明
さ
れ

る
。

　

次
い
で
疑
問
と
な
る
の

は
、
こ
の
文
庫
の
現
状
で
あ

る
。
杉
並
図
書
館
に
問
合
わ

せ
る
と
、
さ
す
が
は
図
書
館

　

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
『
無
政
府
主
義
の

科
学
的
基
礎
』
と
い
う
三
八
頁
ほ
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
九
二
六
（
大

正
十
五
）
年
八
月
刊
行
、
編
集
・
印
刷
・

発
行
人
は
武
良
二
で
発
行
所
は
朔
風
会

で
あ
る
。
各
所
に
伏
字
の
空
白
の
目
立

つ
痛
々
し
い
版
面
で
あ
る
が
、
あ
え
て

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
パ
ン
フ
そ
の
も

の
よ
り
も
、
そ
の
表
紙
に
捺
さ
れ
た
朱

色
の
ゴ
ム
印
の
故
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
「
故
新
居
格
蔵
書
」
と
あ

り
「
新
居
格
文
庫
№
二
〇
二
六
」
が

大
き
な
枠
組
み
の
中
に
収
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
推
測
す
る
ま
で
も
な
く
、

一
九
五
一
年
に
同
氏
が
亡
く
な
っ
た
後

に
文
庫
が
作
ら
れ
た
こ
と
、
番
号
か
ら

み
る
と
か
な
り
大
き
な
文
庫
に
な
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。

　

す
で
に
六
〇
年
ほ
ど
の
歳
月
を
経
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
知
る
の
は
難
し
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
ど
な
た
か
情
報
を

お
持
ち
で
あ
れ
ば
教
示
く
だ
さ
い
。
私

た
ち
が
知
ら
な
い
で
い
る
文
献
を
め
ぐ

る
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

〈
再
録
〉
本
誌
35
号
よ
り

◎
「
新
居
格
文
庫
」
っ
て

で
す
ぐ
に
新
聞
記
事
を
確
認
し
て
く
れ
た
も

の
の
、
文
庫
そ
の
も
の
を
知
る
館
員
が
お
ら

ず
、
調
べ
た
上
で
連
絡
し
て
く
れ
る
手
筈
と

な
っ
た
。

　

さ
て
、も
う
一
つ
の
記
事
は
「
新
居
格
文
庫
」

の
見
出
し
の
も
と
に
七
行
ほ
ど
の
紹
介
。
こ

ち
ら
は
杉
並
郷
土
史
会
の
会
報
で
あ
る
の
と
、

発
行
が
四
年
前
で
あ
る
か
ら
、
文
庫
の
現
在

は
郷
土
史
会
が
把
握
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
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新
刊
紹
介
〈
拡
大
版
〉

読
書
の
秋
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
号
で
は

こ
れ
ま
で
誌
面
の
都
合
で
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
書
籍
も
含
め
て
、「
拡
大
版
」
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
紹
介
文
は
基
本
的
に

は
出
版
社
の
公
式
サ
イ
ト
等
か
ら
引
用
し
て

い
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

◉
『
暗
い
時
代
の
人
々
』

　

森
ま
ゆ
み
著
、
亜
紀
書
房
、
四
六
判
２
９
６

頁
、
定
価
１
７
０
０
円
＋
税

　

大
正
末
か
ら
戦
争
に
向
か
う
あ
の
「
暗
い

時
代
」
を
、
翔
け
る
よ
う
に
生
き
た
９
つ
の

生
の
軌
跡
を
、
評
伝
の
名
手
が
描
き
出
す
。

　
「
満
州
事
変
勃
発
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
に

い
た
る
ま
で
の
、
あ
の
「
暗
い
時
代
」。
そ
の

時
、
人
々
は
何
を
考
え
て
い
た
の
か
、
ど
こ

が
引
き
返
せ
な
い
岐
路
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
本
の
中
で
わ
た
し
が
書
い
た
の
は
、
最

も
精
神
の
抑
圧
さ
れ
た
、
１
９
３
０
年
か
ら

４
５
年
の
「
暗
い
時
代
」
に
、「
精
神
の
自
由
」

を
掲
げ
て
戦
っ
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
」（
本

書
ま
え
が
き
よ
り
）

〈
目
次
〉
斎
藤
隆
夫　

リ
ベ
ラ
ル
な
保
守
主
義

者
／
山
川
菊
栄　

戦
時
中
、
鶉
の
卵
を
売
っ

て
節
は
売
ら
ず
／
山
本
宣
治　

人
生
は
短
く
、

科
学
は
長
い
／
竹
久
夢
二　

ア
メ
リ
カ
で
恐

慌
を
、
ベ
ル
リ
ン
で
ナ
チ
ス
の
台
頭
を
見
た

／
九
津
見
房
子　

戸
惑
い
な
が
ら
懸
命
に
生

き
た
ミ
ス
・
ソ
シ
ア
リ
ス
ト
／
斎
藤
雷
太
郎

と
立
野
正
一　
「
土
曜
日
」
の
人
々
と
京
都
の

喫
茶
店
フ
ラ
ン
ソ
ア
／
古
在
由
重　

フ
ァ
シ

ズ
ム
の
嵐
の
中
を
航
海
し
た
「
唯
物
論
研
究
」

／
西
村
伊
作　

終
生
の
わ
が
ま
ま
者
に
し
て

リ
ベ
ル
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　

◉
『
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
睡
眠
』

　

高
橋
新
吉
著
、 

松
田
正
貴
編
、
共
和
国
、

四
六
変
型
判 

２
６
４
頁
、
定
価
２
６
０
０
円

＋
税

　
「
ダ
ダ
は
一
切
を
抱
擁
す
る
。
何
者
も
ダ
ダ

を
恋
す
る
事
は
出
来
な
い
。」

　

現
実
と
内
面
、
正
気
と
狂
気
の
あ
わ
い
を
超

え
た
、
詩
的
言
語
の
実
践
。『
ダ
ダ
イ
ス
ト
新

吉
の
詩
』（
１
９
２
３
）
に
よ
っ
て
一
挙
に
《
現

代
詩
》
を
到
来
さ
せ
た
日
本
最
初
の
ダ
ダ
イ
ス

ト
、高
橋
新
吉
。
虚
無
思
想
と
禅
を
基
盤
と
し
、

時
代
と
社
会
を
超
越
し
た
14
編
を
収
録
。

　

シ
リ
ー
ズ
《
境
界
の
文
学
》
第
４
弾
。
詩

人
の
没
後
30
年
を
経
て
刊
行
さ
れ
る
、「
狂
気
」

を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
た
短
篇
集
。
芥
川
龍
之

介
の
「
ぼ
ん
や
り
と
し
た
不
安
」
か
ら
太
宰

治
の
「H

U
M

AN
 LO

ST

」
に
い
た
る
空
隙
を

埋
め
る
、
１
９
３
０
年
前
後
の
精
神
の
横
溢

を
み
る
１
冊
。
小
説
、
詩
、
編
者
解
説
、
略

年
譜
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
た
斬
新
な
構
成
で
、

新
た
な
評
価
を
迫
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

◉
『
唖
蝉
坊
伝
　
演
歌
と
社
会
主
義
の
は
ざ

ま
に
』

　

藤
城 

か
お
る
著
、
え
に
し
書
房
、
Ａ
５
版

３
６
０
頁
、
定
価
３
０
０
０
円
＋
税

　

民
衆
の
声
を
聴
け
―
―
！　

自
主
制
作
Ｃ

Ｄ
『
明
治
大
正
発
禁
演
歌
〈
唄
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
〉』
を
発
行
し
た
著
者
に
よ
る
評
伝
の

決
定
版
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
を
あ
く
ま
で
演
歌
師
と

し
て
生
き
た
唖
蝉
坊
の
足
跡
に
見
え
隠
れ
す

る
演
歌
史
、
社
会
史
、
民
衆
史
を
膨
大
な
資

料
と
丹
念
な
調
査
で
掬
い
上
げ
る
「
社
会
党

ラ
ッ
パ
節
」
の
時
代
背
景
か
ら
製
作
過
程
等

の
詳
細
な
検
証
は
、
時
代
を
超
え
て
人
々
の

心
を
打
つ
演
歌
の
精
髄
に
迫
る
渾
身
の
論
考
。

電
車
運
賃
値
上
げ
反
対
運
動
、
高
島
炭
礦
の

慘
状
の
詳
細
解
説
、
年
表
、
演
歌
索
引
な
ど

時
代
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

◉
『
子
ど
も
た
ち
の
階
級
闘
争
　
ブ
ロ
ー
ク

ン
・
ブ
リ
テ
ン
の
無
料
託
児
所
か
ら
』

　

ブ
レ
イ
デ
ィ 

み
か
こ
著
、
み
す
ず
書
房
、

四
六
判
２
９
６
頁
、
定
価
２
４
０
０
円
＋
税

　
「
わ
た
し
の
政
治
へ
の
関
心
は
、
ぜ
ん
ぶ
託

児
所
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。」
英
国
の
地
べ
た
を

肌
感
覚
で
知
り
、
貧
困
問
題
や
欧
州
の
政
治

情
勢
へ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
鑑
識
眼
を
も
つ
書
き

手
と
し
て
注
目
を
集
め
た
著
者
が
、
保
育
の

現
場
か
ら
格
差
と
分
断
の
情
景
を
ミ
ク
ロ
ス
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コ
ピ
ッ
ク
に
描
き
出
す
。

　

２
０
０
８
年
に
著
者
が
保
育
士
と
し
て
飛

び
込
ん
だ
の
は
、
英
国
で
「
平
均
収
入
、
失

業
率
、
疾
病
率
が
全
国
最
悪
の
水
準
」
と
言

わ
れ
る
地
区
に
あ
る
無
料
の
託
児
所
。「
底
辺

託
児
所
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
そ
こ
は
、
貧
し

い
け
れ
ど
混
沌
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
、

社
会
の
ア
ナ
キ
ー
な
底
力
を
体
現
し
て
い
た
。

こ
の
託
児
所
に
集
ま
る
子
ど
も
た
ち
や
大
人

た
ち
の
生
が
輝
く
瞬
間
、
そ
し
て
彼
ら
の
生

活
が
陰
鬱
に
軋
む
瞬
間
を
、
著
者
の
目
は
鋭

敏
に
捉
え
る
。
と
き
に
そ
れ
を
カ
ラ
リ
と
し

た
ユ
ー
モ
ア
で
包
み
、
と
き
に
深
く
問
い
か

け
る
筆
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。

　

移
民
問
題
を
は
じ
め
、
英
国
と
Ｅ
Ｕ
圏
が

抱
え
る
重
層
的
な
課
題
が
背
景
に
浮
か
ぶ
。

　
「
政
治
は
議
論
す
る
も
の
で
も
、
思
考
す
る

も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
生
き
る
こ
と
で
あ

り
、
暮
ら
す
こ
と
だ
。」

　

英
国
移
民
で
一
児
の
母
で
も
あ
る
保
育
士

ラ
イ
タ
ー
が
放
つ
、
渾
身
の
一
冊
。　
　
　

　
　
　
　

＊

◉
『
マ
コ
の
宝
物
』

　

え
き
た
ゆ
き
こ
著
、
現
代
企
画
室
、
Ａ
５

判
２
４
４
頁
、
定
価
１
５
０
０
円
＋
税

　

誰
の
心
の
中
に
も
き
っ
と
あ
る
、
子
ど
も

時
代
の
宝
物
。

　

１
９
５
０
年
代
の
と
あ
る
山
里
「
花
の
木

の
里
」
の
物
語
。
山
あ
い
の
集
落
に
暮
ら
す

小
学
生
マ
コ
の
日
々
は
、「
こ
の
気
持
ち
、
わ

か
る
な
ぁ
」
と
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る

よ
う
な
温
か
さ
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

春
の
里
に
響
く
子
ど
も
た
ち
の
声
。
集
落

を
歩
け
ば
、
田
ん
ぼ
仕
事
を
す
る
大
人
た
ち

か
ら
「
お
か
え
り
」
と
声
が
か
か
る
。
祖
父

母
世
代
の
「
大
先
輩
」
と
と
も
に
真
剣
に
遊
び
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
関
わ
る
な
か
で
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
を
取
り
巻
く
「
世
界
」
を
発

見
し
、
大
切
な
も
の
を
育
ん
で
い
く
の
で
す
。

〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

本
名 

浴
田
由
紀
子
。
１
９
５
０
年
山
口
県

長
門
市
生
ま
れ
。
北
里
大
学
卒
業
。
臨
床
検

査
技
師
と
な
る
。
74
年
、
東
ア
ジ
ア
反
日
武

装
戦
線
大
地
の
牙
に
参
加
。
75
年
、
逮
捕
。

77
年
、
日
本
赤
軍
の
ダ
ッ
カ
・
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
闘
争
で
超
法
規
的
に
釈
放
さ
れ
ア
ラ
ブ
へ
。

95
年
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
拘
束
さ
れ
日
本
に
強

制
送
還
、
服
役
。
２
０
１
７
年
３
月
、
20
年

の
刑
期
を
終
え
出
所
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

◉『
日
本
の
テ
ロ
　
爆
弾
の
時
代 

60
Ｓ

−

70
Ｓ
』

　

栗
原
康
監
修
、
河
出
書
房
新
社
、
Ａ
５
判

１
２
８
頁
、
定
価
１
０
０
０
円
＋
税

　

日
本
で
、
世
界
で
、
政
治
・
文
学
・
芸
術

が
刺
激
し
あ
っ
た
60
～
70
年
代
。

　

過
激
化
し
た
若
者
た
ち
の
行
動
は
「
テ
ロ
」

と
し
て
一
面
的
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
果

た
し
て
そ
れ
だ
け
が
真
実
で
し
ょ
う
か
？　

　

本
書
は
、
今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

行
動
を
起
こ
し
た
若
者
た
ち
の
実
像
を
、
時

代
状
況
や
世
界
情
勢
に
そ
っ
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

　

彼
ら
の
行
動
や
考
え
方
は
、
同
時
代
の
人
々

に
と
っ
て
も
「
世
界
」
を
考
え
る
た
め
の
重

要
な
問
い
か
け
で
し
た
。
そ
れ
は
作
家
や
芸

術
家
に
と
っ
て
作
品
を
作
る
上
で
は
避
け
て

通
れ
な
い
出
来
事
だ
っ
た
こ
と
が
な
に
よ
り

の
証
で
す
。
本
書
で
は
、
同
時
代
の
文
学
・

音
楽
・
美
術
を
紹
介
し
な
が
ら
、
芸
術
が
何

を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

も
考
え
ま
す
。

　

混
迷
を
極
め
る
現
代
社
会
で
、
彼
ら
の
行

動
を
知
る
こ
と
は
「
時
代
」
と
「
世
界
」
へ

の
向
き
合
い
か
た
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
代
を
さ
ら

に
知
る
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
を
併
録
。

【
目
次
】
は
じ
め
に
／
何
故
、
若
者
た
ち
は
い

ま
で
は
考
え
ら
れ
な
い
行
動
を
し
た
の
か
？

／
世
界
を
変
え
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？

／
武
器
を
持
っ
て
闘
い
に
向
か
っ
た
若
者
た

ち
／
東
ア
ジ
ア
反
日
武
装
戦
線
と
は
何
者
な

の
か
？
／
文
学
的
想
像
力
は
何
故
、
テ
ロ
に

惹
か
れ
る
の
か
？
／
直
接
行
動
に
触
発
さ
れ

た
藝
術
家
た
ち

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

同
社
か
ら
、
桐
山
襲
『
パ
ル
チ
ザ
ン
伝
説
』、

松
下
竜
一
『
狼
煙
を
見
よ
』
が
同
時
刊
行
。



CIRA-Japana（６） 第 40 号

　

今
年
は
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
一
〇
〇
年
の
節

目
と
な
る
の
を
期
し
て
東
京
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
企
画
が
進
行
し
て
い
る
。

　

す
で
に
今
年
に
入
っ
て
３
月
４
日
に
初
期

社
会
主
義
研
究
会
が
主
催
し
た
「
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
か
ら
見
た
ロ
シ
ア
革
命
」（
本
誌
第
38
号

参
照
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
企
画
で
あ
り
、

詳
細
は
ま
だ
詰
め
の
段
階
で
あ
る
が
、
そ
の

概
要
は
、

●
テ
ー
マ
・
詳
細
未
定

●
日
時
・
11
月
25
日
（
日
）
も
し
く
は
12
月

２
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か

●
場
所
・
東
京
古
書
会
館
（
千
代
田
区
）
を

予
定 〈

予
告
〉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ロ
シ
ア
革
命
一
〇
〇
年
」

11
・
12
月
開
催
予
定

〈
予
告
〉
コ
ス
モ
ス
忌

本
年
は
10
月
開
催

　

毎
年
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
開
催
さ

れ
て
い
る
秋
山
清
さ
ん
を
偲
ぶ
コ
ス
モ
ス
忌

が
下
記
の
概
要
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
〈
第
29
回　

コ
ス
モ
ス
忌
〉

●
第
２
土
曜
日
に
変
更

　

Ｃ
ｉ
ｒ
ｃ
ｌ
ｅ
Ａ（
サ
ー
ク
ル
エ
ー
）の『
ア

ナ
キ
ズ
ム
』
誌
編
集
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
今
年
の
３
月
か
ら
開
催
さ
れ
て

き
た
月
例
会
が
、
第
３
土
曜
日
か
ら
第
２
土

曜
日
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

場
所
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
新
宿
三
月
工
房
）
で
４
時

～
７
時
く
ら
い
（
そ
の
後
は
飲
み
会
と
な
る
）。

自
由
参
加
・
会
費
な
し
。

　

問
合
せ
先
は

　

anarchism
.ed@

gm
ail.com

（『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』
誌
編
集
委
員
会
）。

　
　
　
　
　
　

＊

　

Ｃ
ｉ
ｒ
ｃ
ｌ
ｅ
Ａ
を
少
し
紹
介
し
て
お
く

と
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
こ
れ
ま
で
あ
れ

こ
れ
や
っ
て
き
た
人
た
ち
十
名
足
ら
ず
が
、
メ

ン
バ
ー
の
結
束
維
持
と
少
し
は
何
か
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
こ
う
と
相
談
し
て
、
一
昨
年
の
秋

に
何
と
な
く
集
ま
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た

の
が
発
端
。
昨
年
の
ス
ペ
イ
ン
八
〇
周
年
記

念
集
会
や
ベ
反
委
五
〇
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
実
行
委
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
３
月
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
交
代
で

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
っ
て
報
告
す
る
形
を
と
り
、

月
例
の
集
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。
持
ち
寄
り

で
担
当
者
が
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
定
し
て
自

ら
発
表
す
る
も
よ
し
、
ゲ
ス
ト
を
招
く
の
も

Ｏ
Ｋ
と
し
て
運
営
。

　
　
　
　
　
　

＊

●
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ

　

こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
か
を
記
す
と
、
以
下
の
通
り
（
括
弧

内
は
担
当
者
名
）。

・
四
月
「『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』
誌
の
歩
み
」（
高
橋
）

　

現
在
19
号
（
２
０
１
５
年
刊
）
で
小
休
止
中

の
同
誌
の
２
０
０
１
年
以
降
の
歩
み
を
、
特
集

テ
ー
マ
と
主
要
内
容
、
社
会
的
出
来
事
な
ど
を

一
覧
表
に
ま
と
め
た
レ
ジ
メ
で
報
告
。
19
号
ま

で
は
毎
年
一
冊
か
ら
二
冊
、
２
０
０
６
年
に

は
単
行
本
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
読
本
』、
２
０
１
４

年
に
は
ア
ナ
キ
ズ
ム
叢
書
と
し
て
『
労
働
廃

絶
論
』『
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
展
望
』『
死
の
商
人

へ
の
挑
戦
』
の
三
冊
の
小
冊
子
を
刊
行
と
い
っ

た
具
合
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
歴
史
で
あ
る
。
ち

な
み
に
20
号
は
現
在
編
集
中
で
あ
る
。

・
４
月
「
鈴
木
清
順
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
」（
皆
川
）

　

１
９
７
０
年
前
後
の
時
代
状
況
に
あ
っ
て

最
も
喚
起
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
ひ
と
つ

に
鈴
木
清
順
の
存
在
が
あ
っ
た
と
振
り
返
る

報
告
者
が
清
順
作
品
の
魅
力
や
蓮
實
重
彦
の

清
順
論
へ
の
異
議
を
展
開
。

・
５
月
「
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
訪
問
記
」（
工
藤
）

　

昨
年
の
夏
に
ス
ペ
イ
ン
の
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン

を
訪
問
し
た
折
の
見
聞
報
告
。
モ
ン
ド
ラ
ゴ

ン
の
成
立
と
ど
の
よ
う
な
経
営
原
則
に
立
っ

て
い
る
か
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
解
説
。

か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
営
展
開
が
現
在
直
面

し
て
い
る
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
に
突
き
つ
け
て
い

る
課
題
に
も
触
れ
る
。
近
々
仕
事
を
か
わ
る

こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
報
告
者
は
、「
こ

ん
な
の
が
あ
れ
ば
入
る
の
だ
が
…
」
と
つ
ぶ

や
く
。

・
６
月
「
文
献
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
」（
奥

沢
）

・
７
月
「
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
論
」（
三
田
地
）

・
８
月
「
ロ
シ
ア
革
命
百
年
の
相
談
」

・
９
月
〔
予
定
〕「
大
杉
の
死
」（
白
仁
）

Ｃ
ｉ
ｒ
ｃ
ｌ
ｅ
Ａ
（
東
京
）

の
例
会
報
告

●
日
時
…
10
月
21
日
（
土
）
13
時
～
17
時

●
場
所
…
築
地
本
願
寺　

本
堂
内
講
堂

●
第
一
部
…
「
私
が
出
会
っ
た
ア
ナ
キ
ス
ト

た
ち
（
仮
）」
13
時
～
14
時
半
（
話
し
手
・
林

聖
子
、
聞
き
手
・
森
ま
ゆ
み
）

●
第
二
部
…
懇
親
会　

15
時
～
17
時

連
絡
先
・
同
世
話
人
会
…
携
帯
メ
ー
ル tei-

shiroyam
abuki@

ezw
eb.ne.jp
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北
朝
鮮
の
独
裁
者
が
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
る
。

　

同
じ
レ
ベ
ル
の
道
化
者
・
ト
ラ
ン
プ
も
先

制
攻
撃
は
辞
さ
な
い
、
と
い
う
構
え
。

　

彼
な
ら
、
や
り
か
ね
な
い
。

　

日
本
は
ど
う
か
。
北
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
応
じ
て
「
ミ
サ
イ
ル
破
壊
命
令
」

が
下
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
小
学
生
の
避
難

訓
練
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

準
・〝
戦
時
体
制
〟
な
の
だ
。

　

外
交
ア
ナ
リ
ス
ト
孫
崎
亨
氏
に
よ
れ
ば
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
迎
撃
弾
を
発
射
し
て
も
、

ス
ピ
ー
ド
の
差
で
当
た
ら
な
い
、
そ
う
で
あ

る
。

　

ア
ベ
政
権
が
続
い
て
、
き
な
く
さ
い
風
が

吹
い
て
き
た
。

　

さ
て
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
、
強
力
な
破
壊
力

を
も
つ
武
器
で
原
発
が
攻
撃
を
受
け
れ
ば
ど

う
な
る
の
か
？

　

原
発
を
一
年
間
運
転
す
れ
ば
、
放
射
性
物

質
の
蓄
積
量
は
広
島
原
爆
に
よ
る
量
の
千
倍

即
決
力
が
武
器　

仮
処
分

大
阪
地
裁
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
で

原
発
停
止　

審
理
中

武
智　

忍

連
載
（
12
）
脱
原
発
・
裁
判
の
現
場
Ⅱ

　

約
八
か
月
、
原
発
は
止
ま
っ
た
。
が
、
最

高
裁
・
事
務
総
局
か
ら
派
遣
さ
れ
た
三
人
セ
ッ

ト
の
裁
判
官
（
裁
判
長
・
林
潤
）
は
、
関
電
、

経
産
省
の
言
い
分
を
丸
ご
と
呑
み
込
み
、
抗

告
審
で
こ
れ
を
棄
却
。

　

二
〇
一
六
年
三
月
。
大
津
地
裁
・
山
本
裁

判
長
は
住
民
の
主
張
を
認
め
、
再
び
原
発
停

止
の
仮
処
分
決
定
。

　

稼
働
中
の
原
発
を
止
め
た
こ
の
決
定
は
、

歴
史
に
残
る
司
法
の
英
断
、
と
た
た
え
ら
れ
、

欧
米
紙
に
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

　

約
一
年
後
、
こ
れ
を
破
棄
す
る
こ
と
に
な
っ

た
大
阪
高
裁
の
内
部
事
情
に
深
く
踏
み
込
ん

で
み
よ
う
。

　

高
裁
の
控
訴
審
。
三
人
の
判
事
に
よ
る
合

議
制
で
判
断
が
下
さ
れ
る
が
、
杉
江
、
吉
川

両
判
事
に
は
、
す
で
に
住
民
の
訴
訟
を
却
下

し
て
い
る
「
前
歴
」
が
あ
っ
た
。
問
題
は
神

戸
地
裁
か
ら
転
任
し
て
き
た
山
下
郁
夫
裁
判

長
で
あ
る
。

　

住
民
側
の
観
測
で
は
、
彼
は
定
年
も
近
い

か
ら
、
裁
判
官
の
良
心
に
従
っ
た
ま
と
も
な

審
理
→
判
決
を
下
す
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
良
心
」
は
、
山
下
氏

の
実
利
計
算
で
あ
っ
さ
り
う
ち
棄
て
ら
れ
た
。

　

今
年
の
一
月
。「
山
下
裁
判
長
は
次
期
・
大

阪
高
裁
長
官
に
内
定
」
の
情
報
が
流
れ
た
瞬

間
、
判
事
の
実
情
に
詳
し
い
人
々
は
、
ガ
ッ

に
相
当
す
る
―
小
出
裕
章
。

　

そ
れ
を
承
知
し
て
い
る
北
朝
鮮
は
、

二
〇
一
三
年
四
月
十
日
号
の
「
労
働
新
聞
」
紙

上
「
原
子
力
関
連
施
設
が
攻
撃
を
受
け
れ
ば
、

日
本
は
一
九
四
〇
年
代
に
被
っ
た
核
の
惨
禍

と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
途
方
も
な
い
災
難

を
被
る
」
だ
ろ
う
。
と
不
気
味
に
「
予
告
」
し

て
も
い
る
の
だ
。

　

東
京
新
聞　

二
〇
一
七
年
五
月
三
日
「
北

ミ
サ
イ
ル
で
地
下
鉄
運
転
ス
ト
ッ
プ
し
た
け

れ
ど
…
原
発
な
ぜ
と
め
な
い
？
」

　

原
発
訴
訟
の
現
場
は
ど
う
か
。

　

ア
ジ
ア
の
、
日
本
の
、
こ
の
異
常
事
態
を

直
視
し
て
、
勝
訴
イ
コ
ー
ル
、
原
発
、
即
停

止
の
仮
処
分
訴
訟
も
先
鋭
化
し
て
き
た
。

　

―
ア
ベ
政
権
が
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
の
撃
墜

命
令
を
発
し
て
い
る
期
間
中
は
、
稼
働
中
の

原
発
、
高
浜
３
、４
号
機
は
停
止
せ
よ
。

　

今
、
大
阪
地
裁
・
民
事
部
で
は
こ
の
審
理

が
続
い
て
い
る
の
だ
。

　

九
月
十
一
日
に
第
２
回
審
尋
が
あ
る
が
、
し

ば
ら
く
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
仮
処
分
裁

判
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
　
　

＊

　

二
〇
一
五
年
四
月
。

　

福
井
地
裁
・
樋
口
裁
判
長
は
、
住
民
側
勝

訴
の
画
期
的
な
判
決
、「
高
浜
３
、４
号
機
運

転
差
止
め
」
の
決
定
を
下
し
た
。

ク
リ
た
め
息
を
つ
い
た
。

　

三
月
二
十
八
日
、
大
阪
高
裁
の
決
定
は
た

め
息
ど
お
り
！

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
即
決
力
を
持
つ
仮
処

分
に
こ
だ
わ
る
歴
戦
の
つ
わ
も
の
は
、「
次
の

一
手
」
を
打
っ
て
い
た
。

　

三
月
末
に
大
阪
高
裁
の
ダ
メ
決
定
が
出
る

だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
時
を
移
さ
ず
、
四
月
の

ア
タ
マ
に
京
都
地
裁
へ
三
度
目
の
正
直
、
な

ら
ぬ
仮
処
分
を
申
し
立
て
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
は
、
驕
る
関
電
、
ア
ベ
政
権
へ
の
大

き
な
反
撃
弾
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
…
。
京
都
地
裁
で
仮
処
分
を
―
の
反

撃
弾
は
、
実
現
の
直
前
に
な
っ
て
、
京
都
弁

護
団
を
牛
耳
る
共
産
党
系
の
弁
護
士
に
よ
っ

て
潰
さ
れ
た
。

　

敵
は
、
ア
ベ
政
権
に
管
理
さ
れ
て
い
る
司

法
当
局
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
！

〈
写
説
〉
二
〇
一
五
年
四
月
、
仮
処
分
の
即
効

力
を
見
せ
つ
け
た
福
井
地
裁
の
勝
訴
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定
価
／
一
部
１
０
０
円

文
献
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

◯
６
月
某
日　

新
宿
事
務
所
に
て
セ
ン
タ
ー

通
信
の
発
送
作
業
。
奥
沢
さ
ん
が
こ
の
日
、

𤄃
子
さ
ん
の
退
院
に
立
ち
会
う
た
め
富
士
宮

へ
。
そ
の
た
め
、
最
小
人
数
に
て
発
送
作
業
。

＊
お
か
げ
さ
ま
で
𤄃
子
さ
ん
は
退
院
。
龍
さ

ん
は
夫
婦
二
人
で
の
生
活
に
戻
り
ま
し
た
。

◯
７
月
某
日　

奥
沢
さ
ん
、
増
山
さ
ん
が
来

宮
。
こ
の
日
は
２
人
と
も
泊
り
込
み
で
庭
木

の
剪
定
や
ゴ
ミ
捨
て
な
ど
の
作
業
を
敢
行
。

毎
月
の
「
重
労
働
」
に
頭
が
下
が
る
。
私
は

買
い
物
の
手
伝
い
な
ど
。

○
７
月
某
日　

龍
さ
ん
宅
の
電
話
機
器
の
交

換
の
相
談
あ
り
、
後
日
の
訪
問
を
約
す
。

○
８
月
某
日　

９
月
発
行
号
は
大
杉
栄
ら
の

墓
前
祭
を
告
知
す
る
た
め
、
い
つ
も
の
月
末

で
は
な
く
月
初
の
発
行
に
な
る
た
め
締
め
切

り
が
早
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
早
め
に
以
前

か
ら
お
願
い
し
た
人
に
原
稿
の
状
況
確
認
。

す
る
と
、
止
む
を
得
な
い
諸
事
情
が
あ
り
原

稿
が
書
け
な
い
と
返
信
あ
り
。
今
号
は
珍
し

く
原
稿
が
少
な
め
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
さ

て
ど
う
す
る
か
と
し
ば
し
悩
む
。

○
８
月
某
日　

デ
ザ
イ
ン
担
当
Ｎ
氏
と
カ
レ

ン
ダ
ー
の
話
。
来
年
版
は
す
で
に
テ
ー
マ
は

決
ま
っ
て
い
る
の
で
（
ネ
ス
ト
ル
・
マ
フ
ノ

生
誕
１
３
０
年
。
昨
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
訪
問

で
資
料
を
探
し
て
お
い
た
）、
テ
キ
ス
ト
を
ど

う
す
る
か
な
ど
。

○
８
月
某
日　

電
話
機
器
の
交
換
の
た
め
、

龍
さ
ん
宅
を
訪
問
。
す
る
と
、
電
気
が
止
ま
っ

て
い
た
。
聞
け
ば
、
支
払
い
が
遅
く
な
り
止

め
ら
れ
た
た
め
、
昨
日
払
っ
た
が
再
開
し
な

い
の
で
一
晩
ろ
う
そ
く
で
過
ご
し
た
と
言
う
。

調
べ
る
と
、
東
京
電
力
は
連
絡
し
な
い
と
再

開
し
な
い
ら
し
い
。
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

老
夫
婦
に
ム
チ
打
つ
東
京
電
力
。
急
い
で
電

〈
報
告
〉
没
後
91
年　

文
子

忌
が
７
月
23
日
に
開
催

　

や
ま
な
し
金
子
文
子
研
究
会
が
主
催
す
る

文
子
忌
が
七
月
二
三
日
に
山
梨
市
で
例
年
通

り
に
と
り
行
わ
れ
た
。
強
い
日
差
し
の
も
と

で
の
開
催
と
な
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
が
、

今
年
は
珍
し
く
小
雨
模
様
の
も
と
、
そ
れ
で

も
四
〇
人
を
越
え
る
参
加
者
を
得
て
実
施
さ

れ
た
。

　

文
子
の
生
家
（
牧
丘
町
）
で
の
献
花
式
の
後
、

山
梨
市
民
会
館
に
場
所
を
移
し
て
の
研
究
会

で
は
、
山
泉
進
氏
が
「
文
子
の
時
代
の
裁
判

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
刑
法
七
三

条
の
大
逆
罪
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
た
文
子
と

朴
烈
が
ど
の
よ
う
な
裁
判
を
受
け
た
の
か
を
、

当
時
の
法
律
と
裁
判
制
度
を
詳
述
し
つ
つ
興

味
深
く
説
き
明
か
し
た
。

話
を
し
て
再
開
さ
せ
る
。
電
気
が
通
じ
な
い

と
で
き
な
か
っ
た
電
話
機
器
の
交
換
作
業
を

無
事
に
済
ま
せ
る
。

　

合
わ
せ
て
、
通
信
に
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
『
戦
後
版
平
民
新
聞
』
を
探
し
に
書
庫

へ
い
く
も
、
見
当
た
ら
な
い
。
奥
沢
さ
ん
に

電
話
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
人
名

事
典
の
編
集
作
業
の
た
め
持
ち
出
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
で
は
代
わ
り
の
資
料
を
と
探
し

て
い
る
と
、「
大
杉
栄
ら
の
墓
誌
建
立
委
員
会

ニ
ュ
ー
ス
」
な
る
も
の
を
発
見
。
墓
誌
の
経

過
な
ど
を
は
じ
め
て
知
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、

墓
が
な
ぜ
静
岡
に
あ
る
の
か
や
墓
誌
の
経
緯

も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
墓
前
祭
を
告
知
す

る
号
に
掲
載
す
る
記
事
と
し
て
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
つ
く
（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。　

朴
烈
と
文
子
を
描
い
た
韓
国

映
画
「
朴
烈
」（
原
題
）

　

朴
烈
と
金
子
文
子
の
実
話
を
元
に
映
画
化

し
た
イ
・
ジ
ュ
ン
イ
ク
監
督
の
『
朴
烈
』（
原
題
）

が
韓
国
国
内
で
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。

　

二
人
の
出
会
い
か
ら
別
れ
ま
で
二
人
の
愛

を
描
い
た
異
色
作
。
文
子
を
演
じ
て
い
る
の

は
韓
国
の
役
者
だ
が
、
当
時
の
日
本
の
内
閣

は
日
本
の
劇
団
「
新
宿
梁
山
泊
」
が
、
朝
鮮

人
を
弁
護
し
た
布
施
辰
治
も
日
本
人
の
役
者

が
演
じ
て
い
る
と
い
う
。

　

イ
監
督
は
『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
』（
２
０
０
０

年
）
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
り
、
同
作

の
制
作
中
に
朴
烈
を
知
り
、
そ
の
人
物
と
思

想
に
魅
了
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
？

日
本
で
は
公
開
未
定
。


